
操作 Excelデータ出力ツール操作解説

Excel作成出力メイン画面

ツールを終了します。

変換データ元フォルダを設定します

Ｅｘｃｅｌの出力先フォルダを設定します

操作説明を表示

リスト内データを全選択します

選択を全解除します

ライセンス及びシステム情報を表示

Excelの出力処理を行います

出力Excel表への罫線を引きます

出力元のテキスト名を一覧表示

出力結果のExcelデータファイルを一覧表示

ダブルクリックで結果を参照出来ます。

①　[フォルダ]ボタンをクリック、フォルダ
参照ダイアログ内より出力元を選択
②自動で出力内の変換元データ一覧を
作成します

変換元データ設定

Excelデータ作成対象設定
①　[全選択]ボタンをクリック、リスト内全
体を選択出来ます
個々に行う場合は該当行をマウスにてク
リックします。
　　　（マウスの使用方法はWindows操作に準拠）

②　[リセット]ボタンで選択を解除出来ま
す

変化元ファイルのタイプを選択しま
す

出力Excelの出力用雛型を設定しま
す

変換元データの拡張子を変更します。
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ファイルの拡張子に関係なく、データの状態を指定します。

*カンマ区切り　…　データの区切りがカンマで区切られているデータ
ダブルクォーテーションにも対応

*空白区切り　…　データの区切りが空白で区切られているデータ
*その他区切り指定　…　データの区切りをユーザが指定で区切られているデータ

下のテキストに直接入力が必要です。

尚、区切り文字の混在は対応しておりません、空白区切り時は複数ブランクは詰めて整理を行っています。

Excelデータ変換結果

①　[フォルダ]ボタンをクリック、フォルダ
参照ダイアログ内より出力先を選択
出力先フォルダ新規に作成時は直接入
力が可能です。
初期値として「C:\GIM_Excel_DataCNT」設定され
ています

②[Excel雛型]ボタンをクリック、出力用の
雛型を選択出来ます、自由に出力用雛
型を作成し設定出来ます。
(ただし、列単位の書式の設定に限りま

す)
③出力Ｅｘｃｅｌに罫線を引くか確認をしま
す。

④　[EXCEL出力]ボタンで出力処理を行
います
　　出力結果Excelファイルが一覧に表示

出力Excelデータ確認

ＧＩＭ ツールより選択します
前画面へ戻る：表示エクセルを閉じ前画面遷移
終了　　　　　　：Excel 出力Toolの終了

ダブルクリックをします。

作成Excelデータを確認できます

変換元データタイプ
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処理対象データ拡張子追加・変更

ＧＩＭ ツールより選択します
前画面へ戻る：表示エクセルを閉じ前画面遷移
更新内容保存：修正内容を保存し前画面遷移
終了　　　　　　：Excel 出力Toolの終了

対象データを自由に設定出来ま
す
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補助 Excelデータ変換出力ツール操作解説

弊社直販サイト（会員登録で割引有り）
http://www.gimnet.jp/excelpackage/

VECTOR ：ソフトウェア・ライブラリー& PCショップ
http://shop.vector.co.jp/service/list/maker/SA085620/

ライセンス設定及び規約の同意（初期起動時に同意して頂きま
す）

ライセンスｷｰ正しく入力されますと、試用版から
正規版となります。

試用版は処理回数３０回と制限が御座います。

ライセンスの購入については以下方法が御座い
ます。


